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各位 
 
プレスリリース 
 
カジュアルコミット  舩木大輔 
2012 年 1 月 28 日(土)～2 月 18 日(土) 
 
 
 

展覧会開催のご案内 
 
拝啓 
 
平素より格別のお引立てを賜り誠に有難うございます。 
さて、私どもギャラリーにて下記内容の展覧会を開催いたしますので、 
ご多忙の折誠に恐縮ですが、貴紙にて取材等お願い致したくご案内申し上げます。 
 

敬具 
 
 

 
 



記 
 
 
◆展覧会名： カジュアルコミット  舩木大輔 
 
◆ 会    期：2012 年 1 月 28 日(土)～2 月 18 日(土) 

11：00 ～ 18：00（土曜日は 17：00 迄/最終日は 16：00 まで） 
 
◆ 閉 廊 日：日曜、祝祭日 
 
◆オープニングパーティー： 2012 年 1 月 28 日(土) 15：00～18:00 
 
 
 
◆ 展覧会概要 
 
芸術が特権階級の所有物から 20 世紀に大衆化し、今世紀は、より社会人類学化の要素を強めると考えて
いる。 
つまり大衆化によるアートの消費から多種多様な科学との係わりを持つようになり、アートの社会的存
在意義が新たに位置づけられる途中段階が現在だと考えている。 
 
舩木大輔君は昨年ギャラリーが出したテーマに沿い行った公募形式のグループショーに参加してもらっ
た。 
彼の独特の立体作品は過去に見られないものであり、その造形は現在起きている社会現象を形付けてい
る。 
 
彼の作品は、普段見過ごす問題などを「ちょっと待てよ」と思考を引き戻す力を持っている。 
現在、起きる複雑でやっかいな問題には関りたくなく忘れたいが、それは許されないことだ。 
 
彼の作品を見た人は、返済できないかもしれない借金地獄の日本にいても係わりを持とうとしない自分
を自覚するだろう。 
舩木大輔君の作品はそんな意味でアヴァンギャルドだ。 
 
アートが今後の新しい人の考え方や価値観の創造のために必要不可欠であるという理屈をコミカルに表
現し、サブカルとアートのボーダーレス化を感じさせてくれるアーティストであると考え、皆様に紹介
した所存です。 
 

ディレクター 関 和宏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◆ アーティスト コメント 
 
カジュアルコミット 
 
もっと気軽に自分以外の人や事象と関わろうというわけである。 
 
僕は芸術は未来を造る事だと思っている。 
よって、作品は常に世の中の過去と現在にコミットしている。 
僕には、芸術は人々に“気付き”をもたらす新しいメディアになりうると言う想いがあるのだ。 
 
インターネットが出て来た時に、これ程までにコミュニケーションツールとなりうると確信していた人
がどれ程いただろう。 
ネットメディアが新聞・テレビメディアを凌駕する存在になると、どれ程の人が予想できたであろう。 
同じように、芸術もメディアとなり、人々に“自分以外の存在（人・モノ・事象）”の気付きをもたらす
事ができるのである。 
 
その“気付き”がまさしくカジュアルコミットのきっかけとして作用する。 
 
震災以降、日本人は政府に頼らず（頼れず？）個人個人で考え、結論を出し、行動する事が求められる
ようになってきた。 
 
日本だけではない、大きくまとまった状態から、より小さい単位へと変化していく現象は、ユーロ解体
論の浮上や、オバマ大統領の就任演説から日本以外でも起こっていると想像できる。 
 
そして、その現象は文化や産業、芸術にも言える。 
日本では産業は衰退し、文化はネットを中心に発信側も受けて側も、個々がそれぞれ行動している状態
だ。 
 
先日亡くなったスティーブジョブズは、多くの革新的なイノベーションを既に存在した技術を組み合わ
せる事で実現し、人々に全く新しい体験をもたらした。 
 
現代は、ある一つのジャンルに限って突き進むのではなく、いかに自分の立ち居地の外側にあるものと
コミットし、互いの優位性を高め合い、また弱点を補うという事が人々に新しい体験をもたらし、新し
いイノベーションとなっていくのではないか。 
 
日本は多用な価値観を認め、多用な文化を受け入れ、ハイコンテクスト社会からローコンテクスト社会、
ハイコミュニケーション社会、ハイエデュケーション社会を目指すべきだ。 
 
日本の中は細分化されて分散し、散り散りになってしまった。 
芸術は作家が個々想いすらも自家発電し、益々疲弊しかねない。 
 
作品の多様性は多いほど良く、個性も様々な方が面白い。 
しかし、アートは文化の最たるモノである。 
 
過去と現在を結び、それによって現代の人々に気付きをもたらし、そして未来の国家、世の中を造って
いくのであると言う目的を持つべきである。 

舩木大輔 
 
 
 



◆ 会    場：ギャラリーアートコンポジション 
〒104-0051 東京都中央区佃 1－11－8 ピアウエストスクエア１階 
TEL：03－5548－5858 / FAX：03－5548－5545 
E-mail：info@galleryartcomposition.com  
URL：http://www.galleryartcomposition.com 

 
 
◆ お問合せ：プレスに関するお問合せはギャラリーアートコンポジション福田までお願い致します。 
 
 
◆舩木大輔／プロフィール 
 
略歴    
1977 年 出生 
2001 年 東北芸術工科大学学士取得 
2003 年 東北芸術工科大学大学院修士取得 
2005 年 アートスタジオ プチプペ設立 
 
展覧会  
2000 年 文化庁メディア芸術祭 作品出品 
    「ことば展」 (東北芸術工科大学展望台ギャラリー) 
2001 年 ギャラリー「ゴンフレナ」オープニング企画展 (ギャラリーゴンフレナ,東京) 
2002 年 GEISAI-1 (東京タワーアミューズメントホール,東京) 
    「個展 心証人形展」 (原宿デザインフェスタギャラリー,東京) 
2005 年 企画展「アンドロイドは電気羊の夢を見るか」 (銀座ペッパーズギャラリー,東京) 
2006 年 D 展 (新宿眼科画廊,東京) 
2008 年 GEISAI MUSEUM #2 (東京ビッグサイト 東 4ホール,東京) 

GEISAI #11 (東京ビックサイト西 1・西 2ホール,東京) 
    「個展 ART≠美術展」 (浅草橋マキイマサルファインアーツ,東京) 
2009 年 GEISAI #12 (東京ビックサイト東１ホール,東京) 
    Super Competition (NEW YORK ouchi gallery,NY) 

「個展 アートによるアポトーシス」 (浅草橋マキイマサルファインアーツ,東京) 
アーティストによる 時事放談展 (Gallery Art Composition,東京) 

2011 年 SHIBU Culture ～ デパート de サブカル (西武渋谷店,東京) 
丸善・丸の内 コンテンポラリーアートセレクション (丸善丸の内店,東京) 
INTERNATIONAL YOUNG ARTIST MARUZEN SELECTION (丸善日本橋店,東京) 

    ｢禁忌の境界展｣ (パラボリカ・ビス,東京) 
 
アートフェア 
2010 年 ART OSAKA (堂島ホテル,大阪) 
    KIAF2010 (COEX, 韓国) 
    ULTRA003 (スパイラルガーデン,東京) 
 
コレクション国 
    日本，オランダ 


